
令和２年度　青年部活動報告書（令和２年.４～令和３年.３）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　全青会理事提出日　　　　第１回　令和２年６月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

県 名 ： 中国ブロック　
報 告 日 ： R2.7.1
報 告 者 ： 西本佳展

１．都道府県青年部の活動報告
都道府県名 年月日 活　動　報　告

R2.4.4 第5回青年部会
R2.5.16 第36回通常総会（書面決議にて）

２．ブロックの活動報告
年月日
R2.6.26
R2.6.26

３．構造設計者との交流活動の状況報告（各府県で実績があれば記入願います。）
年月日

活動無し

４．その他（近況報告・市況等）
府県名

※この報告書は全国配信しますの個人情報や誤報となるものの記載はお控えください。

鳥取県

山口県

島根県 R2.5.1 通常総会（書面決議にて）

島根県

新型コロナウイルス感染防止の観点から例会開催中止R2.5.29鳥取県

広島県 R2.6.10 通常総会（書面決議にて）

広島県

岡山県

岡山県

山口県 R2.5.28 通常総会（書面決議にて）

内　　容
第1回役員会（書面決議にて）
引継ぎ（広島県から山口県に）を広島県と山口県の役員のみで行いました。
9月研修事業をWEB会議で行う事が決定（詳細は後日）

HTBの納期に関しては改善された様子であるが鋼材価格の動向に引き続き注意が必要。
人材確保について依然として厳しい状況。

見積、今後の見通しはあまり多いと感じない。
各社ともコロナ感染症の影響か全体的に手薄な状況。
上位グレードは年内まで仕事を確保している。下位グレードは秋口まで仕事を確保している。

全体的に見積案件は少ない。
コロナウイルスの影響で工期が伸びた工事あり。
見積案件は例年並み、もしくは若干少ない模様。
秋以降の動きは不透明で不安あり。
現在、仕事量は落ち着ている。各社の稼働率にバラつきがあるよう。

見積物件は少ないく新型コロナウイルスの影響で先行き不安である。

内　　容

国の雇用調整助成金を利用して従業員を休ませる会社もあり。
無利子、無担保融資を利用して今後の影響に備える会社も散見される。
県内物件では民間工事が多く、公共工事が少ない。

各社で稼働率の山谷がある。
コロナの影響で予定した案件がなくなったところがある。

内　　容
コロナウイルスの影響で工事が延期または中止になった物件がある。
全体的に山積みが低くなってきている。
現段階では見積も少なく今後厳しくなっていく見通し。


